
･i(i(i 新潟医学会確認 節用ア巻 第5号 平成5年5月

血色素尿症症候群.JYflHl低下症.f/IIUot門数弘 ト)M

で,いずれも血液凝固健,戯液粘済度の蒐進を来しやす

い疾患であった8うち3例に鹿渡濃縮を伴い,血殴形成

半球をこ広がる脳鷹肢を認めた血3例をこ膳出血はな6,2

例をこ頭頂葉皮質下出虚を認めた8監Å院暗脳血管等遜食

倒で漉来状洞の造影が不良であった丑皮質静脈は3例で

雨額Tjとも遮断不慮であった日例は-嶺摘頚動脈署であっ

た)B深部静脈は非班融例碍且例で遺影不良であった書

見院輝き片麻輝が穫例にあったが賢うち語例で厳側兼職

､圧打1i,川-1くSL･什Ⅵ､こ-1発注′/凋重用障JUヾ 予想∴ 日刊

い,望例とも閉塞静脈の滞開通を認めた申出彪例殿且例

でトロ血腫掠去fL,粧,外減圧術う守卜言二際∴ 頭皮及こヾ頭蓋

よりの多慶の静脈性出血を認め,術後新たをこ厳封磯睡魅

内出血を起こし症状の濃化をみた昏これは外減圧をこよる

側副血行路ハ濃断;I:_ー]鉦も日.∴二･いrリ･.yj十㌦畑F∴【経過

汰-LL',賊∵掃】j‖侶虹;伺甘壱仝勲韓!1二(半二七■､‖_.鮎n

例甘牡L:∴巨:,し､言緑:1∴)･再構巨十十:..'.∴井鮎IILi倒し'｢凋̀.

解常弼紅は側副戯行路の発達をこ加え弊閉塞血管殿爾開通

が考えられた血潜赦例は経過中をこmass量veな新たな班

鉦恒㍉11軒局)Li_;:不良∴i-l'∴ i_-i'∴小-1て.侶鉦Tリi■無.i.

その牽防職可否が寒暖の転帰を漉きく左右すると考えら
れた申

10日-r,:.LhiT･I(lifrLISL､こl＼=1illi両url,L'汀欄盲･

か終 史郎癖磯田 裕行
志村 触雄･中沢 省:.百品詫 舘 尊さ

ハ分架拓二上:,仁t∴.日出;i;隼搬言:日工 iーLY､こ11両し!rrL_〔侶luくし､

injulTに~.分､日工l･LIJ{二､二二∴二十'lI)巨∴Uti･li･叛 (1し'Sゴ

以下が6時間以上絡統し軍かつ描 k.若草~首級性病変を合

併していない屯のと定義されている由鎧emm済測息は滴

慢性消極を従来Lll脳i煩慮ほい‖(､l_1.,1ヾio日､r･.:,-i∴_!ij'E十巨::

をLIT13い表現し1･j二.二二二彼こLTLl)=分類~工二i二l)I!･二

ど.[∵こし守二い7号･pT･',hllg:(?(~ln1日1;1∴し二{一一(-i鮎lSt-

;lX川1こllin.hlryLr~､).:1日十定義上J∴l~)lu.L二言こしrl∴豆一

に,止ISdL･こItL､L,rLlhrこlli-い目し､･HHit-ilI_(川､描三号汗牛11点識

障害を伴う加糖的な神経脱落症状を示すもの),と血は

eOmだ隠SS呈淵 巨鷹的な神経脱落症状を望するものの意

餅 寮を示さない屯の)が含まれている亭今回我利豊沼迅瓦

症例に対して(､′1､上県∵＼=くTろ弓鋸i-i.r)川ハ病態

について検討した中〔対象および方法〕当施設にてÅ院

加療し予覚腐儀3日以内の急性期をこ関配濃を施行し得

た頭部外傷の中でmB宜と診断された嘉例を対象とした中

症例の年齢は冒-62歳で平均望凱藍湧歳であったヰこれら

経川IiE(行い=Ll=L<高1n_巨しこ､1:止1.<SiL~､こlli_,(_,r(､廿こ.llL､い目し､uヾ-

siい=1常例.L):＼t群二_?:_滑jr/.t汗卜･ニ守鋸､H上.凍持上〔･.(w

遅的損傷として播出される症例が多く認められた血で逓隠瓦

像十ト転所甘い畑河津Lt]:早㍍㌫習障･粧賓､され:∴l~)八l群:

軽症や中等症例ではCT所見に乏しいが,閲瀧瓦では非

血出性の不可逆的病巣が堂例をこ確認された申蚤症例では

CTにて小出血性病巣が証明されたが予M訳耳を撮影す

ることをこより病巣は広汎かつ各部位に存在することが覗

i-,畑∴∴日工二‥粟誹･~lMm ;∵こ~nBl-t/-T)損栂ハ種類,

程度がある程度音巴擬された合

lいt)iffuL<し､こ1＼日日(･11両川丁目.帖隼
-剖検例と動物賓験例殿対比-…

志村 俊郎骨董 遅悉
小柱 日.13い昌で; -直
鮭席末楽曲◎単滞 省三転義結 締 撃)

び蜜ん後願鵬 の発生機摩ぼら､護だ不明の点が多いか

その解明をこぼ敷物をデルをこおけるそ殿衝撃圧の強度をこよ

る脳損傷の経略的観察が必要と考えられる｡そこで我櫓

言.:さく]J.巨､し-1i)iTiILISl-,il＼川1t11両しけ)･/:一興1+T出自,;I

剖勘刊て日日膏:一二上 次にtlillぐ‖-t･t･LL､11痛い目i汀1いこlt､l十吊

い∴I蛸;減損伸f･:L':;:Li∴予ハ類冊J巨LT･検討上工 成人例

言二三月■冊十･:I:･土地事故.-I-_-:二号催し聴:'t酋Lq:卜信二畑∴､し∴

剖検脳の肉眼所見では脳梁は膝部より鮮東部まで著しく

敢化し壊死に陥っておを右 また競前頭葉深部白質をこぼ車

戯藤がみられた書この部の顕微鏡標寒では迅蕊cm還漫

rt}=hllL､両Ilh1日)∴̀rt∴木∴∴小児例言十日jii.i-.里~t.守1.:

串持t]吉､晶こik高,Ti=hlry.∴~~こせt'-射_第二十j両日-.HT:隼上

した.磯患児は死亡前3れ男前をこも被虐待児歴がみられ

ているB剖検脳碍肉眼所鳳では両側頭頂紫郎離呈東通だ
(-(lEltLlSi川11立-jL∴畑'∴柚等部/朝潮錆漂車∴∴:王∴LX(_1日こ1_1

I-(_､Ir･こlt-,riL､IlhLllトト･ざ人∴.t∵二,.動物実験例｣汗:1州だ/､

指も鮭をこ抱瀦タロラ-ル麻酔下で右側頭部をこ直径複mm

の骨乳を繋げた｡郵船フォルニア大学サソフランシスコ

校式鼠iu鵡田紺に鵬Sま鞭m法で生食水を満たしたポリエチ

レンチェ-ブを介して右側頭部の鍍膜外に衝撃を加えて



学 会 記 車

奨験脳損傷をf恒†khした.衝撃J.i主よ7.011tm とし.I来験

動物は種豚 後:_):1時間.T即邪;-巨 7日｢‖二言勘就同定を千古

た襖光学新教続および電子斬徴綾をこて検索したや魯群5

匹を対象としたか光学轟激紋所魔では,外傷性く転膜下

出血と脳室内出血および屠所脳挫傷は各節をこ弟通した所

鳳としてみられた申その髄愚衆部および脳室上衣予をこ輪

状出血がみられた｡また脳梁輩出戯単近傍をこぼ,72時間

!二71日1群に LIWnLllrL,trこl(､ti(lntlこ111が認い∴/畑†∴

竃.用ti徴鏡所見では 二相柑‡耕作ではミトコこp･ドil~j∴Ll(-)nst､

tl川巨 ('ll離日封､ト､L/]J_Jhl.端が肥 七したこノi_棒状(FlAxoll

が･んこ､,.畑 更に7ニ弥紺;用羊､7J‖｣群では上記所鋸二加:i

Wllr('lilこ-1TllentLT1増加をJf-1巨.､た ax(川 が散見さ畑上.

くまとめ〉dilfuspこlX(-nこIlinjurT L71J＼剖棒倒し【二∴′､リ卜亜

症脳損傷をデルの形態学的韓教の解明を行った8

第3漫回新潟化学療法 閣好 余

日 時 平成-̀1年tiF~JLZ(汀1し仁1

午後4時

畿 場 ホテルイタuア断

一 般 演 題

吊 暗賎分離菌の最近 の動 向

尾崎 京子･小柳 興J･
高野 線 骨関取 昌江

一一

当院の暗窺培養分離菌をこついて芳外来患者検体を中心

にfT次的iこlrJ離郷 空を検討 しJこLTlで.薬剤感受性し'欄 i架

とあわせて報告するゆ

l淋1年以降主な分離菌は fll.innuenZLltl.S.t111(?t1-

tl.10niこl(?.I-i).CLltこIrrh;lュis,l',こIeruginosこ1.ド.こlLIrLILIS

はま986年までは5¢%弱をこみられていたが,且粥7年より

FJ/トーLJいた.S.1川(,umOniLleは 19樟 -1tlLi←ロトにおい

て最 も分離数が噌離 したが,その後やや減少 し, 且991

年では全体の 且7由2%であった&他の菌穂 もいずれも分

薬剤感受性では.fl.influt,日,/lie(171十1LlCtこlIllLISLIJ平

生は 10.:1Ooで:F､;).Ch･･1Ⅹ.CpFm:I,し)n一X が良好左 ＼:Ill-ー

を示 し･'=.S.pneutl10niaeは l)CG I--‖程度耐性が 12.{)

は悪か･言二.l'.こIP1-ugillOSこ1(Tう曙叛分離菌i･r)Ol;'1_X は

商健 が多かったa

金[･暢 J.-･石橋美由紀
吉田真理 lL･伸い 恵十

･1(汁

∈髭 艶 姿総合き

工二iT/拙 二十f･'TP;riハ t:.tlttlrOL･い(･(_.uSハ分離状況LL二薬剤

感受性を調べ若干職知見を得たので報告する胡

[:方沃巨細樽甘 1989ll:-I･19t九1ET.･1ミ)91年ハ約3年

間､【二した.

ooで f二.lLltlL･こIlis･I_こ.fこIeL-iulll･I;:.;l＼.主um L')割合は.

I:二.～:17:I-;iニト､た.

lI..｢こlL･し､iHI1l､l･I.こ-1＼･iuHlはもくハ薬剤に耐性を示した.

E考察11三.fこILICi_llisi.rl薬剤感受性で.Al引'(二､がrll凸､

にしか感受性を示さなかったことと,年度別感覚性の済N扮

殿変化はタ感受性検査をこ健周した培地の種類をこよるもの

上考:t∴.れる.

こ11当院における トⅠ.in什LlLIT17,.r･1(-7)十

塚田 弘樹 ⑳星野 餌 を票義寓宗菓綜督)

企5'･障 j一一･吉田良理 r･
l~~i擁】悪 [･･石橋美由紀 し 吊 検査率1

A/L=,J､陰性押菌ハ薬剤耐性はいき∴,JL1_i∴')ミ/トlこ1CtこtnlこIS(I

産 生に基←iくしこ二いれIILている.lI.亙/ー/〃川こ/I(ハ

声lllCtalllこISL､産生率はそ畑ILL:(,'tjL紬巨,'二こいが..3-1こlLltこ1m

剤に対十 t')H.(-)Ij-llICJz～TlZ(耐性菌は確実に増加してい

ろ上いう報苦 も:,;㍉る.今回花 畑〔.最近二川三fて糾二分離さ

れた II,]'Jlf/lLL,7ZZ(Ii,に一八､.こ.十lilCtLullaS(,産牛性上

薬剤感受性をこ関する検討を行った8

%の濁度で,内科においでは平成 3年の頻度が増えてい

た.(う11lL､tarllこIS亡1度′_i:.蘭LM〉離 された内科息 苦しと,慢

性下気道感染患者が多かった.針互aCtamase度数蘭の

八tミt.'し∴ r'IP(.丁耐性率甘10Ot､以上で,全菌しり耐性率に比

べ野 3倍以上であった点だ脱 髄感受性菌がかなり認め

!､､わたが.Ch,lX 感受性こ右島か一･､プ∴ -jj.八川)(｢耐

性か-)十l乙IL,tこ1111こISt､非産牛(Tl株が増加値ド帖=_め .'l.

(3-lIlCtこ1111LISe産牛保と 八川JC 耐性株軒.一致 していない

菌外膜の薬剤透過性変化が耐性機序に関与 している可能

性が示唆された.




